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本研究では現職の情報科担当教員が，「情報Ⅰ」に関して指導を求められている内容について，どの

ようなイメージを持っているか，自身は情報教育にどのような意見を持っているかについて，香川県

高等学校情報部会に所属する情報担当教員を対象に 2021 年 9 月に調査した．回答のあった 76 名につ

いてクラスター分析を用いて 5 つのグループとし，それぞれの特徴を整理した． 

 
１．はじめに 
小学校からプログラミング活動が必修化され， 

中学校の技術・家庭ではプログラミング教育内容

が倍増し，高等学校ではプログラミング・データ

サイエンス教育を必修とする共通教科「情報Ⅰ」

が 2022 年度より実施されている．さらに，大学で

は数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの

実行が求められ，情報活用能力の育成に向けて多

くのことが求められている． 

しかし，これまで情報科担当については，情報

の教員免許を取得している教員，専門に情報教育

を受けている教員が少なく，共通教科「情報Ⅰ」

を担当して，それらの内容を確実に指導できる教

員は非常に少ないと考えられる． 

これらを踏まえ，筆者らは学習者の学力到達度

や地域性，かつ既得している ICT レディネス段階

に応じた ICT 教材の開発に着手している．そこで，

情報科担当教員を目指す大学生の育成および高大

接続の実現を目指している． 

本研究では現職の情報科担当教員が，2022 年度

より開始される「情報Ⅰ」に関して，指導を求め

られている内容について，どのようなイメージを

持っているか，自身は情報教育にどのような意見

を持っているかについて，2021 年 9 月に香川県高

等学校情報部会に所属する情報担当教員を対象に

調査した．ここで学習指導要領の 12 項目の指導内

容についてイメージできるものと，そうでないも

のについて回答者をグループに分けて分析するこ

とで教員の意識を整理することとした． 

 
２．研究の目的 
現職の情報科担当教員は，「情報Ⅰ」で指導を求

められている内容について，どのようなイメージ

を持っているか，自身は情報教育についてどのよ

うな意見を持っているかを調査する．これは，高

等学校ではどのような情報教育が行われているか

という状況を踏まえた上で，大学でどのような学

びを展開するかを検討することも目的としている．

また，情報科担当教員を目指す大学生に対して，

高等学校までの学びを伸ばし，発展させ，卒業後

に教員として求められる指導力と実践力を兼ね備

えた人材を育成するための参考資料として活用す

ることも狙っている． 

 
３．調査方法 
 香川県高等学校情報部会に所属する教員がいる

県立 29 校・市立 1 校・私立 10 校の高等学校およ

び特別支援学校に郵送し，各校の教科「情報」担

当者に協力を仰いだ．回答方法はインターネット

経由か郵送である．実施時期は 2021 年 9 月で，

有効回答数は 76 名である．調査項目は，①共通教

科「情報Ⅰ」学習指導要領の 12 項目について指導

する内容がイメージできる程度（「非常にイメージ

できる～全くイメージできない」の 5 段階），②情

報教育に関して日頃困っていることおよび学習指

導要領に関する感想については自由記述とした． 
 ここで回答者について，Ward 法によるクラス

ター分析を行った．5 つのクラスターとして，そ

れぞれのグループでの回答者の特徴をまとめる． 
 
４．調査結果 
回答者の 76 名を 5 つのクラスターとし，それぞ

れの項目に対する基礎統計量を表１に示す．クラ

スター3（16 名）は全ての項目において平均値が

3.0 台である．一方，クラスター5（11 名）は全て

の項目の平均値が他のクラスターよりも高いこと

が目立つ．逆に，クラスター4（9 名）は１つの項

目を除き，平均値が他のクラスターと比べて低い．  

ここで，クラスター5 の回答者は，5 名が専門教科

の情報を担当しており，6 名が共通教科の情報で

ある．「情報」以外に数学・商業・工業といった免

許を取得していることにも特徴がある．また，ク

ラスター4 に分けられた回答者は，1 名を除いて教

員歴が 20 年以上あり，6 名は特別支援学校で情報

を教えている． 
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 クラスター1 の回答者（26 名）は，大項目「情

報社会の問題解決」や「コミュニケーションと情

報デザイン」に関しては高い平均値となっている

が，「コンピュータとアルゴリズム」や「情報通信

ネットワークとデータの活用」については相対的

に低い．ここで半数以上の 15 名は「2000 年ごろ

開催された 15 日間の認定講習会」で情報の免許を

取得している．クラスター2（14 名）は「アルゴ

リズムを表現する…」及び「情報デザインの役割」

での平均値が低い．ここでは免許を取得していな

い 2 名を除いて，共通情報教科のうち「社会と情

報」を担当している教員である． 
 
５．まとめと今後の課題 
本研究では現職の情報科担当教員が「情報Ⅰ」

に関して，指導を求められている内容について，

どのようなイメージを持っているか，香川県高等

学校情報部会に所属する情報担当教員を対象に調

査し，回答者をグループ分けすることでその特徴

を明らかにした． 
今後は，「情報Ⅰ」を意義ある教科とするために，

学習指導要領に関する調査だけではなく，教員自 
身の知識・意識・指導スキル・学校現場の情報環 
境など，多岐にわたる要因を検討する必要がある． 

 
その上で，情報科担当教員を目指す大学生に対し

て，高等学校までの学びを伸ばし，発展させ，卒

業後に教員として求められる指導力と実践力を兼

ね備えた人材を育成するための方法について検討 
する予定である． 
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表 1グループごとの指導するイメージが出来る程度に関する基礎統計量 
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